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区 分 指 導 題 名 平成19年における水稲生育の特徴と作柄・品質に影響した要因の解析

〔要約〕平成19年の水稲作況指数は、県全体で「99」の平年並であった。収量構成要素は、㎡穂
数はやや多かったが一穂籾数が少なく、㎡籾数は平年並であり、登熟歩合は高く、千粒重は平年
並であった。うるち玄米の１等米比率（H19.12.末現在）は91.1％であり、主な落等理由は着色
粒（斑点米カメムシ類）である。本年の作柄・品質に影響した主な要因として、①分げつ発生は
初期から旺盛で茎数は平年より多く推移し、葉色は全般に淡く経過した。幼穂形成期の稲体窒素
濃度は低く、追肥が必要な生育相となった。②７月中旬は低温により生育が停滞した。特に、県
北部・沿岸北部を中心に17℃以下となり一部品種で不稔歩合が高かった。③出穂後は、全般に気
温は平年並、多照で経過し、登熟量は初期から平年を上回って経過した、等が特徴的であった。
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１．背景とねらい
県下の水稲生育に関する関係機関の調査結果を取りまとめ、今後の本県の技術対応に資するため

水稲の生育経過と作柄・品質の成立要因を明らかにする。

２．成果の内容
本年の、水稲生育の特徴と作柄・品質に影響した主な要因は以下のとおりである。

ア．生育経過；移植期は多照で経過し、活着は良好であった。6月以降も気温は平年並・多照で経過
したことから生育初期から分げつ発生は良好で、茎数は平年並～やや多く推移した。7月上旬以降、
低温経過により生育が鈍化し、草丈は平年より短く、茎数は平年並～やや多く推移したことから
穂数は平年よりやや多かった。

イ．土壌窒素及び稲体窒素栄養；土壌中のアンモニア態窒素は生育初期から平年並に発現したが、
乾物生産量が平年を上回って推移したため、6月中旬以降アンモニア態窒素の急激な低下が見られ、
葉色は全般に淡く経過した。この結果、幼穂形成期の稲体窒素濃度は低く、追肥が必要な生育相
となった。

ウ．生育ステージ等；県全体では、幼穂形成期が平年より2日早く、出穂盛期及び成熟期は早生品種
でやや早まったが、全県的には平年並となった。
なお、県北部・沿岸北部を中心に減数分裂期頃（7月第3～4半旬）に17℃以下の気温が連続して

発生し、一部品種で不稔歩合が高かったものの、平成15年より程度は軽く、全県的な障害不稔等
の被害は小さかった。また、出穂後は高温多照となり、特に登熟初期は県南地方を中心に出穂後
10日間の日最高気温が30℃以上となり、胴割れ粒の発生が懸念された。登熟期間中は気温が平年
並、多照で経過した。

エ．収量及び構成要素；生育診断圃の調査では、７月の低温により一穂籾数は少なかったが、穂数
は平年よりやや多く、㎡籾数は平年並となった。また、登熟歩合はやや高く、千粒重は平年並で
あった。作況指数は県全体で「99」（H19.12.7公表）の平年並、である。

オ．収穫及び品質；台風9号や集中豪雨等により一部地域で刈り遅れが懸念されたが、刈取り始期
（10％終了）はほぼ平年並で、終期（90％終了）は平年より3日早かった。

平成19年12月末日現在、うるち玄米の１等米比率は91.1％（昨年同期91.8％）で、主な落等理由
は着色粒（斑点米カメムシ類）72.7％及びその他形質9.7％であり、玄米形質は概ね良好であった。

カ．収穫直前の水稲冠水害発生（台風9号の接近(9/7-8)，秋雨前線による大雨(9/17-18)）；
大雨による河川増水によって、県南部を中心に収穫直前の水稲に冠水害（特に、9/17-18の冠水害

面積計2,448ha）が発生した。濁水による泥の付着や倒伏等によって玄米品質の低下（光沢、乳白な
ど白未熟粒・発芽粒・発酵粒）や収穫作業性の悪化などが見られた。

３．成果活用上の留意事項
全県を対象とした解析であり、各地域の実態とは若干異なる場合があるので注意願いたい。

４．成果の活用方法
(1)適応地帯又は対象者等 県下全域
(2)期待する活用効果 水稲の生育と作柄･品質の成立要因を明らかにし、今後の技術対策に資する。

５．当該事項に係る試験研究課題
(805-3000) 水稲作柄成立要因の解析（H14-H22，県単）
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平成１９年 水稲作柄要因解析 概略図

４ 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

育苗期 移植期 分げつ期 幼形期 減分期 出穂期 登熟期 収穫期 ● ● ●
始期(9/28) 盛期(10/3) 終期(10/9)

低温・寡照 高温 高温・多照 低温・寡照 高温・遅い梅雨明け 記録的高温・大雨 高温
(中旬) (秋雨前線・台風9号)

●気象情報 4/25(遅霜) 5/31(大雨) 6/6,8(大雨) 7/10,17(低温),7/19(低温と日照不足) 8/6,7,20(大雨) 9/5-8(台風9号),9/10,16-18,28(大雨) 10/2,4(大雨)
●注意報・警報
<霜> 4/10-12,16-20,23,26 5/11,28 10/12,15,17
<低温> 7/12,17,19(沿岸北部ほか)
<大雨・台風> 5/31 6/6-8,25 7/5(沿岸北部) 8/6,20,22 9/27(大雨,沿岸部｢暴風警報｣) 10/2,4

●その他 4/20(桜開花) 6/29頃(梅雨入) 8/11頃(梅雨明) 10/15(岩手山初冠雪)

育 苗 移植期 6/15調査 7/10生育 幼形 減分 出穂期 成熟期(生育診断圃) 収穫期
播種作業 上流 5/20 (+3) 草丈：やや長 草丈：やや短 上流 8/ 7 (±０) 成熟期:並 9/21(±0) 上流 10/3 (-3)
：平年並 下流 5/16 (+4) (+1.1cm) (-1.9㎝) やや 並 下流 8/ 8 (±０) 登熟期間：並 下流 10/3 (-2)
耕起作業 東部 5/16 (+2) 茎数：多(105%) 茎数：並 早 東部 8/ 8 (-1) 稈長：やや短い（-6cm） 東部 9/29 (-1)
：県中南部 北部 5/23 (+2) 葉齢：やや多 (101%) 7/14 7/27 北部 8/ 8 (+1) 穂長：並（-0.3cm） 北部 10/2 (-1)

やや遅 平均 5/17 (+3) (+0.4葉) 葉齢：並 (+2) (±0) 平均 8/ 8 (±０) 穂数：やや多（103％） 平均 10/3 (-2)
(+0.2葉) 一穂籾数：少（94％）

㎡ 籾 数：並（99％）
登熟歩合：高い

移植期間中 高温・多照 7/3-4半旬、県北･沿 高温多照 千粒重：並（98％）
気温並･多照 ↓ 岸北部中心に17℃以 ↓

苗質並 →活着概ね良好 分げつ発生旺盛（特に早生品種) 下(H15より軽度) 出穂期間短い 登熟前半
(5月中旬の強風により ＝茎数 多 ↓ 開花良好 高温多照 作柄・品質
植痛み目立つ圃場あり) 不稔発生：平年並 →急速に登熟進む ◎作況指数 ( )内平年単収

(全県) →8月上旬出穂を中心 平均: 99 529kg(533)
(北部かけはし:多) に胴割れ粒発生懸念 上流:101 565 (557)

3～4月 ６月下旬栄養状態 (出穂後10日間の最高 下流: 99 525 (530)
降水量(盛岡) 取水温 並 葉 色：やや淡い 気温30℃以上) 東部: 97 465 (481)
(平年比111%) 多照 乾物重：早生 多 北部: 93 460 (494)

乾土効果 並 中晩生 やや多 幼形期 栄養状態 籾殻：長さ 幅 登熟後半
→圃場乾かず 稲体窒素濃度:低～やや低 葉色:やや淡い ひとめぼれ 並 やや大 並温多照 ◎１等米比率(H19.12.末現在)

(ひとめ並) 乾物重:大 あきたこまち やや大 やや大 →登熟良好 粳：91.1％(18年 91.8%)
窒素吸収量：多～やや多 Ｎ濃度:並 →割れ籾：やや多 糯：72.8％(18年 79.0%)

土壌中アンモニア態 土中窒素：少 Ｎ吸収:並 <品種別１等米比率(%)>
窒素発現：並 登熟期間の ひとめぼれ 92.3%

(中干し) 栄養状態 冠水被害面積(普ｾ調査) あきたこまち 89.2%
･沿岸北部：例年より実施 盛岡地域 421.0ha かけはし 83.0%

追肥の実施 ･全般：開始時期遅く不十分 窒素吸収量 花北 〃 577.5ha いわてっこ 87.0%
：並 並で推移 胆江 〃 265.7ha どんぴしゃり 86.3%

一関 〃 1,143.6ha <主な落等理由H19.12.末現在>
沿岸･県北 40.7ha 粳：①ｶﾒﾑｼ着 72.7%

H19稲作推進方針 倒伏･異常還元防止、中干しの徹底 ②その他形質 9.7%
・適地適品種作付 ③心白･腹白 5.3%
・GAPの普及･拡大 重点的指導事項（病害虫） 重点的指導事項（低温対策・栄養） 重点回避事項（刈取り） 糯：①ｶﾒﾑｼ着色 71.1%
・低コスト生産技術の強化 1､カメムシ吸汁害 1､障害不稔（白ふ、不稔） ･適期刈取り ②その他着色 8.0%

2､いもち病害 2､倒伏･品質低下防止（倒伏、整粒歩合低下） (着色粒混入防止) ③発芽粒 5.9%
★対策 ★幼穂保護(前歴深水、減分期15cm以上深水) ★対策

重点的回避事項（育苗） ･畦畔等の草刈り徹底 ★追肥判断(施肥時期:10a当Ｎ施用量) ･ﾒｯｼｭｼｽﾃﾑによる適期予測
育苗期障害発生 (水稲出穂15-10日前まで) 早生品種：幼形期、1.5～2kg/10a上限 ･ﾃｽﾄ籾摺りによる品質ﾁｴｯｸ
★対策 ･ｶﾒﾑｼ多発地帯の一斉防除 中生品種：幼形期、2kg/10a上限 重点的回避事項（調製）
1 種子予措の徹底 ･いもち病 早期発見早期防除 (どんぴしゃりは2kg/10aを基本) ･仕上げ水分15.0％以下 穂いもち被害：少
2 温度管理、水管理の徹底 晩生品種：幼形期中心、基準量2kg/10a上限 胴割粒防止→二段乾燥 ｶﾒﾑｼ吸汁害(斑点米)：やや多

育苗障害：苗立枯病：多 葉いもち感染 カメムシ類 葉いもち発生面積 1,034ha カメムシ類(斑点米)
細 菌 病：並 好適条件発現 全般発生開始期 発生時期 並 発生量 少 発生面積 14,152ha

ｲﾈｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ：平年並に少・並 全県6/15,22 6/29頃,早(平年7/6) 発生圃場率 6/中～8/上 並 穂いもち発生面積 2,374ha 被害面積 7,476ha
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ ：平年並に少・並 9/中 高い 発生量 少

斑点米発生量 やや多(全県) (全県的に少ない) (全県的に発生量 やや多)
●注意報・警報 7/4葉いもち(注) 7/13葉いもち(注) ※県中･北部･沿岸では発生量多


